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センター独自の全学共通教育として，講義と乗船
実習を組み合わせた「瀬戸内海学入門」を開講し
ています。身近な瀬戸内海を題材に，内海域の多
様な機能や特異性を学び，将来の人間生活と海と
の共存，失われた自然の回復などについて考える
力を身につけることを目的としています。

We offer an intensive undergraduate course,
“Introduction to the Seto Inland Sea”, to provide
students with a better understanding of functions
and characteristics of inland seas.

センター教員は，理学研究科（理学部），または海事科学研究科（海事科学部、
海洋政策科学部）に兼務し，専門教育・実験実習などを担当するほか，全学共通
教育（総合教養科目，共通専門基礎科目）も分担しています。また，高等学校教
員対象の「臨海研修」などを実施しています。

総合教養科目 瀬戸内海学入門

教育関係共同利用拠点
マリンサイトは，文部科学省「内海域の海洋生物・生態系と環境管理を学ぶ教育共同利用拠点」として認定さ
れています。活発な経済活動の影響が懸念される内海域の沿岸環境に関する高等教育を国内外の大学学部・大
学院生に提供するため，４コースの公開臨海実習を開催しています。また，藻類を用いた研究やモニタリング
に関する２つのワークショップを開催しています。

全国公開臨海実習
Aコース「海産藻類の生物学」
Bコース「淡水域ー河口域の生物群集と生態」
Cコース「大阪湾の海水と海底環境」
Dコース「内海域の沿岸環境」

公開臨海教育プログラム
藻場モニタリングワークショップ
大型藻類培養技術ワークショップ

The Marine Site has been approved as a Joint
Usage/Education Center of MEXT. We provide four “Open
Marine Field Courses” for university students from other
universities and additional courses such as algal culturing
methods and long-termmonitoring of coastal ecosystems.

All KURCIS professors hold concurrent posts in the related Kobe University faculties
and the Graduate School, and participate in lecture courses for undergraduate and
graduate students.



気候や環境が穏やかな内海域（閉鎖性海域）――その周辺では，多くの産業や交通が発達し，多様な文
化が育まれてきました。この海域は，私たちに大きな恵みをもたらす一方で，活発な経済活動による汚
染や環境破壊の影響を受けやすいという脆い一面を持ちあわせています。

内海域がどのように成立し，機能しているのか。どれほど多様な生き物がこの海域で暮らしているのか。
私たちは，こうした未解明の課題に取り組むと同時に，その保全のため，生態系の長期モニタリングと
修復に向けた研究・教育を推進しています。
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臨海実習・研究施設 マリンサイト

全長：14.16m
重量：9.7 t
定員：30 名 (最大搭載人員)

本施設は瀬戸内海国立公園東部に位置する淡路島の最北端，
淡路市岩屋にあります。宿泊施設を備えた研究実験棟に，
生物顕微鏡などのラボ実習用の実験機器やフィールド実習用
の観測装置・採集道具が備えられており，実習船おのころに
よるサンプリングも可能です。
実習のほか，研修やセミナーなどにも利用可能です。施設
利用をご希望の方は，ホームページで利用規則や料金などを
ご確認のうえ，マリンサイトまでお問い合わせください。

調査実習船 おのころ
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海藻類系統株保存室（KU-MACC）
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海藻類系統株保存室では，ナショナルバイオリソースプロジェク
トと連携して，海藻類に関わる研究の基盤となり，生物多様性の
保全に貢献することを目指した海藻類の系統株の保存と提供を
行っています。
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海域生物海域生物多様性研究分野海域生物
藻類

多様性研究分野多様性研究分野海域生物海域生物
藻類の多様性

多様性研究分野
の多様性, 
多様性研究分野多様性研究分野多様性研究分野
の多様性, , 進化進化, 進化, 機能機能を探る
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藻類は海洋生態系を支える一次生産者です。私たちは，
沿岸域における藻類の多様性と機能を明らかにするため
に，分子系統学的，集団遺伝学的解析を行い，海藻類の
分類学的再検討や集団構造・分散ルートの解明に取り組
んでいます。また，藻場生態系において生物多様性を維
持するメカニズムを理解するために，海藻集団間の生殖
隔離機構についての研究も行っています。さらに，微細
藻類における細胞内共生の進化機構に関する研究、系統
分類学的研究も行っています。
また，環境省モニタリングサイト!"""プロジェクトや

#$%&'(（日本長期生態学研究）にも参加し，瀬戸内海の
沿岸環境の長期観測にも取り組んでいます。

Quest for Biodiversity, EvolutionQuest for Biodiversity, Evolution
and Function of Marine Algaeand Function of Marine Algae

~Marine Biodiversity~
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東日本大震災漂着物
由来の海藻類の系統
地理（褐藻セイヨウ
ハバノリ）
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沿岸域の藻類がもつ多様性と機能

クリプト藻の葉緑体を盗む
渦鞭毛藻ヌスットディニウム
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海域生物多様性分野では，海に生育する藻類を対象に，その多様性と機能について明らかにし，沿岸域の環境保全・修復に
資する基礎的・応用的研究を行っています。
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研究テーマ
・海藻類，とくにホンダワラ類における集団構造と
多様性維持機構の解明

・海藻類における保全遺伝学的研究
・藻類光合成系の機能と光適応の解明
・海産紅藻類の分類学的研究
・微細藻類における細胞内共生の進化機構の解明
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沿岸環境化学研究沿岸環境化学研究分野

有害化学物質の生態系影響

沿岸域の水環境沿岸域の水環境保全と

沿岸環境化学研究沿岸環境化学研究分野分野

沿岸域の水環境沿岸域の水環境保全と保全と
適切な管理を目指して

研究テーマ
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船底防汚剤Cybutryneとその分解産物が日本沿岸海水中に残
留することを報告して以来，種々の防汚剤（親化合物）と分
解産物の生態影響をバッテリーバイオアッセイ（細菌，植物
プランクトン，動物プランクトン，水生植物，ウニ，魚類な
ど）を用いて評価，生態リスク評価のための知見を集積して
います。国際条約によって有機スズ化合物の船底防汚剤とし
ての使用が2008年に禁止されて以降，現在はCybutryneの
使用禁止が検討されています。

Environmental Management and Environmental Management and 
Control for Coastal AreasControl for Coastal Areas

~Marine Environmental  Chemistry~

S-SMLを採取するための回転
式ドラムサンプラー１号機
（RDS-KU1号）
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・沿岸海水の表層マイクロ層に浮遊しているマイクロプラス
チックを含む有害な粒子の残留実態と生態影響の理解

・海洋生分解性プラスチックの実海域における分解性評価と
分解産物の有害性評価

・当センター海藻類系統株保存室が保有している海藻類を用
いた新しい水環境管理手法の開発

・内分泌かく乱化学物質（EDCs）が魚類に与える影響
いずれも他機関との共同研究を行っています。
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EDCsによる精巣卵の形成
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当分野では，沿岸域での人間活動が水環境に及ぼす影響を評価，管理することを目的とした研究を行います。海域で意
図的に使用される船底防汚剤や内分泌かく乱化学物質などの有害化学物質について，生態影響と環境動態を把握し，生
態リスクを評価します。
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沿岸環境解析研究分野沿岸環境解析研究分野
海の変化を測る

教 授
准教授

Watch the marine environments Watch the marine environments 
for our better futurefor our better future

~ Marine microbiology and oceanography ~

三村 治夫
林 美鶴

大沿岸気・海洋環境の変動によって内海域が受ける擾乱をモニタリングと実験により解析し，人間活動と調和した沿岸域
の実現を目指した基礎的研究を行っています。
!"#$%&'$&($)*$+*$),-$.%(&/$#-(-%#/,$0*#$),-$("()%&1%.2-$+-3-2*4'-1)$*0$),-$&12%1+$(-%5$),%)$'&6,)$.-$%00-/)-+$.7$62*.%2$8%#'&16$%1+$
+-()#*7-+$.7$-%#),9"%:-$,%44-1-+$%1+$)("1%'&;
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淀川から河口海域にかけての水質調査
<%)-#$(%'42&16$%1+$'-%("#-'-1)$&1$),-$=*+*$>&3-#$-()"%#7;

現場観測と数値モデル
沿岸微生物の多様性と利用
船舶を使って現場観測を行い，沿岸海域環境の今の姿を捉
えます。沿岸域の海水中には，大腸菌などの非好塩性細菌
や好塩性細菌，高塩濃度に耐性のある耐塩性細菌など，多
様な細菌が棲息しています。外部に存在するNa+は，栄養
物質の輸送に使われた後，細胞外へ排出されます。K+は
初期浸透圧適応時に細胞内に蓄積されたり電荷を中和した
りする役割があります。マリンバクテリアの環境適応下の
Na+とK+の役割や堆積有機物分解への利用等に取り組んで
います。また，数値モデルを使って環境問題の原因を明ら
かにしたり，自然災害発生時の環境変動を予測するなど，
沿岸環境の持続可能性とレジリエンス強化を探求します。

塩濃度による微生物の分類
?2%((&0&/%)&*1$*0$.%/)-#&%$.%(-+$*1$),-$6#*8),$"1+-#$@%?2$()#-(($ABC$
%1+$%)$6&3-1$@%?2$ADC;

研究テーマ
・海洋細菌の環境適応システムと環境保全
・フジツボ付着期幼生の着生制御
・沿岸海洋における低次生物生産環境
・マリンハザードによる海洋環境擾乱
・海洋中の温室効果ガス動態

!.(-#3%)&*15$(&'"2%)&*1$%1+$")&2&E%)&*1$*0$
/*%()%2$-13&#*1'-1)(
<-$'*1&)*#$),-$/*%()%2$-13&#*1'-1)$.7$&1F(&)"$*.(-#3%)&*1;$
D%/)-#&%$/%1$.-$/2%((&0&-+$&1)*$1*1F,%2*4,&2&/5$,%2*4,&2&/5$%1+$
,%2*)*2-#%1)$/%)-6*#&-(;$G*+&"'$&*1$-H)-#1%227$-H&()&16$&($"(-+$
)*$)#%1(4*#)$1")#&-1)($%1+$*('*4#*)-/)%1)(5$%1+$),-1$@%I$&($
4"'4-+$*")$3&%$@%IJKI %1)&4*#)-#;$L*)%((&"'$&*1$&($
%//"'"2%)-+$)*$%+%4)$),-$&1&)&%2$/,%16-$&1$*('*)&/$()#-((;$M$%'$
8*#:&16$*1$),-$#*2-$*0$@%I %1+$NI +"#&16$%+%4)%)&*1$*0$'%#&1-$
.%/)-#&%$)*$-13&#*1'-1)%2$()#-((-($%1+$),-&#$%442&/%)&*1$)*$
'%#&1-$-13&#*1'-1)%2$/*1(-#3%)&*1;$<-$%2(*$%1%27E-$%1+$
4#-+&/)$),-$-13&#*1'-1)($.7$1"'-#&/%2$'*+-2($*1$.-,%20$*0$
),-$&13-()&6%)&*1$)*$+-)-#'&1-$),-$/%"(-$*0$-13&#*1'-1)%2$
4#*.2-'($%1+$1%)"#%2$+&(%()-#($)*$-()%.2&(,$GOP($Q$O>>;

>-(-%#/,$),-'-(
F B+%4)%)&*1$(7()-'($*0$'%#&1-$.%/)-#&%$)*$-13&#*1'-1)%2$
()#-((-(5$%1+$),-&#$%442&/%)&*1$)*$-13&#*1'-1)%2$/*1(-#3%)&*1

F ?*1)#*2$*0$(-))2-'-1)$*0$/74#&( 2%#3%-
F R%#&1-$-13&#*1'-1)($#-2%)-+$)*$%$4#&'%#7$4#*+"/)&*1
F R%#&1-$,%E%#+($#-2%)-+$)*$'%#&1-$-13&#*1'-1)(
F S,-$6#--1,*"(-$-00-/)$6%(-($&1)-#%/)-+$)*$),-$(-%



集水域生態系研究分野

集水域生態系の連環と集水域生態系の連環と
生物多様性の多機能性
集水域生態系の連環と
生物多様性の多機能性生物多様性の多機能性を解き明かす
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集水域は，森林・里山・河川・湖沼・海洋沿岸など多様な
生態系で構成されます。それぞれの生態系に生息!生育する
様々な生物が相互作用することで生態系に連環が生まれ，
多彩な機能が発揮されます。集水域の人間活動が生物多様
性や生態系の多機能性・連結性に及ぼす影響を理解するこ
とを通して，集水域の保全や再生に役立てます。
"#$%&'()$ *+ %,'-,+(. ,/ .*0(1+( (%,+2+$('+3 +4%& #+ /,1(+$+3
1*0(1+3 5#6(+ #). '#1*)( %,#+$+3 *) 7&*%& .*0(1+( %,''4)*$*(+
+&,7 '45$*/4)%$*,)#5*$23 5*)6*)8 9($7(() (%,+2+$('+ $&1,48&
(%,5,8*%#5 *)$(1#%$*,)+: ;).(1+$#).*)8 &,7 &4'#) #%$*0*$*(+
#//(%$ 9*,.*0(1+*$23 (%,+2+$(' '45$*/4)%$*,)#5*$2 #).
%,))(%$*0*$2 *) $&( %#$%&'()$ %#) %,)$1*94$( $, 9*,.*0(1+*$2
%,)+(10#$*,) #). (%,5,8*%#5 1(+$,1#$*,):

集水域生態系の多様性，連結性，
そして，脆弱性

河川における底生動物の調査
<*,.*0(1+*$2=+410(2=/,1=9()$&*%=#)*'#5+ *) +$1(#'+

>(+(#1%& +49?(%$+
! ;).(1+$#).*)8 ,/ 1(5#$*,)+&*-+ 9($7(() 9*,.*0(1+*$2 #).

(%,+2+$(' /4)%$*,)*)8 *) %#$%&'()$ 4).(1 &4'#) .*+$419#)%(+
! @,5(%45#1 (0,54$*,) #). +2+$('#$*%+ ,/ /1(+&7#$(1 #58#(3 #).

%,)+(10#$*,) ,/ ().#)8(1(. +-(%*(+ *) /1(+&7#$(1 (%,+2+$('+
! A$14%$41( #). .2)#'*%+ ,/ #)*'#5 -,-45#$*,) #). %,''4)*$2

4).(1 /,1(+$B+$1(#'B%,#+$#5 (%,+2+$(' 5*)6#8(+

研究テーマ
! 人為攪乱下にある集水域の生物多様性と生態系機能の関係
解明

! 淡水藻類の生物多様性・進化系統，淡水生態系における絶
滅危惧種の生育分布・保全に関する研究

! 森林－河川－沿岸生態系における動物個体群や群集の構造
と動態に関する研究

当分野は，森林・里山・河川・湖沼・海洋沿岸域を含む集水域の生態系を広く研究対象とします。集水域の生態系間のつな
がりの仕組みや生物多様性の成り立ちを明らかにすること，および，集水域の人間活動が生物多様性と生態系機能に及ぼす
影響に対する理解を深めることを目指します。
"#$%&'()$ (%,5,82 $#18($+ %#$%&'()$ (%,+2+$('+ /1,'',4)$#*) $,-+ $, 1(%(*0*)8 7#$(1: C&*+ +(%$*,) #*'+ $, 4).(1+$#). '(%&#)*+'+
/,1 &,7 (%,+2+$('+ #1( %,))(%$(. 7*$&*) $&( %#$%&'()$ #). &,7 &4'#) #%$*0*$*(+ #//(%$ 9*,.*0(1+*$2 #). (%,+2+$(' /4)%$*,)*)8:

里山における田んぼの生きもの観察会
<*,.*0(1+*$2=,9+(10#$*,)=/,1==1*%(=-#..*(+=*)=ADCEFD@D=
里山における田んぼの生きもの観察会




